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伝統なる無形民俗文化財のおはやし 小絹八坂神社元旦祭

今
年
も
白
鳥
が
や
っ
て
き
た

　小絹の一大行事「八坂神社元旦祭」が今年も厳かな雰
囲気の中で行われ、地元や近隣から大勢の人が初詣に訪
れました。午前０時、煙火が奉納されると、「おめでとう」
の言葉が交わされました。
　参拝者の長い列は、順々に神殿に向かい、家内安全や
合格祈願に親子で手を合わせていました。小絹青年会で
は今年も甘酒を振る舞い、参拝者からは、体のしんまで
温まると大変喜ばれました。社殿では、新宿神楽保存会
のおはやしで天狐や大黒天、獅子舞などの奉納舞が披露
されました。
　午前９時からは式典を行い、宮司の祝詞に続き、参列
者が玉串を捧げて地域の繁栄を祈願し、新しい年の始ま
りとなりました。

小絹八坂神社元旦祭

話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）
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　１月７日、西丸山地区において、無病息災、五穀豊穣
を祈願する「西丸山祈

き

祷
とう

囃
ばや

子
し

」が行われました。
　このおはやしは、地区に江戸時代から続く伝統行事で、
昭和52年には、茨城県の無形民俗文化財にも指定され
ています。
　おはやしの一行は、米俵３俵と大小の太鼓を乗せた大
八車に、笛、鼓などが続きます。地区の鎮守の鹿島神社
におはやしを奉納した後、地区内の家々を一軒一軒まわ
りながらおはやしを祈祷しました。
　また、地区内への疫病の侵入を防ぐため、地区の北の
端と南の端に、わらでつくった男と女の人形がくくりつ
けられました。

伝統なる無形民俗文化財のおはやし


